
 

 

（様式３） 

会議の開催結果について 

 
 
 
 １ 会議名 令和４年度人権尊重のまちづくり審議会第１回会議 

 

 ２ 開催日時 令和４年１１月２９日（火）午前１０時～１１時１０分 

 ３ 開催場所  河内長野市役所 ７階 行政委員会室 

 

 

 

 

 ４ 会議の概要 

・正副会長の選出 

・河内長野市人権施策推進プランについて 

・その他 

 

 ５ 公開・ 

  非公開の別 
  公 開 

 ６ 傍聴人数 

 
  ０人 

 ７ 問い合わせ先   総合政策部 人権推進課（内線５５８）  

 

 

 ８ その他 

 

 
＊同一の会議が１週間以内に複数回開催された場合は、まとめて記入できるものとする。
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令和４年度人権尊重のまちづくり審議会第１回会議 会議録（要旨） 

 

 

（日時）令和４年１１月２９日（火）１０：００～１１：１０ 

（場所）河内長野市役所 ７階 行政委員会室 

＜審議会委員＞ 

 （出席者） 

中川 幾郎会長、安達 英行副会長、青海 千秋委員、大原 一郎委員、工藤 兼弘委員、 

長橋 淳美委員、野村 秀一委員、桝村 博子委員、峯 満寿人委員、安竹 まき委員 

（欠席者） 

  後藤 幸一郎委員、齋藤 一馬委員、富田 芳男委員 

 ＜事務局＞ 

  島田市長、宮阪総合政策部長、生田教育指導課長、緒方地域福祉高齢課長、 

古城障がい福祉課長、市川子ども子育て課主幹、尾上人権推進課長、堂山人権推進課係長 

 資料 

 ・「河内長野市人権施策推進プラン（改訂版）」令和３年度取り組み状況 

・本日の会議次第 

・河内長野市人権施策基本方針(一部改訂) 

・河内長野市人権施策推進プラン（改訂版） 

 ・河内長野市思いやりとぬくもりのある人権尊重のまちづくり条例 

・河内長野市人権尊重のまちづくり審議会規則 

・審議会委員名簿 

・各種チラシ 

 

 

■ 会議録（要旨） 

 

１．開会 

 

２．市あいさつ 

   島田市長 挨拶。 

 

３．委員紹介 

   委員名簿のとおり。 

 

   事務局紹介。 

 

４．案件 

（１）会長及び副会長の選出 

   ・１３名中１０名の出席により、本会議は成立 

   ・会長：中川委員、副会長：安達委員 を選出。 



 

2 

 

 

（２）河内長野市人権施策推進プランについて 

〇会長 

議事に入ります。案件の（２）河内長野市人権施策推進プランについて、事務局からご説明をお

願いします。 

○事務局 

説明（次の資料に基づく）。 

 ・「河内長野市人権施策推進プラン（改訂版）」令和３年度取り組み状況 

〇会長 

令和３年度の取り組み状況ということで報告をいただいたわけですが、これにつきまして何かご

意見、ご質問ございましたら、賜りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇委員 

３ページの障がいの有無にかかわらず、ともに生きる社会の実現に向けてというところで、就労

継続支援事業所の平均工賃は月額ですか？ 

○事務局 

月額です。 

〇委員 

そうしたら括弧して（円／月）と入れていただいた方がわかりやすく、一般の人でもすごく安い

のでもっと考えないといけないという意見などが出てくるのではないかなと思うのですけど。いか

がでしょう。 

○事務局 

了解いたしました。人権推進課と相談します。 

〇会長 

他に、ご意見、ご質問はございますでしょうか。 

〇委員 

６、９ページの「外国人の人権を尊重する社会の実現にむけて」ですけども、現段階で、河内長

野市の在住外国籍住民の数はどのぐらいあって、人口比で何％ぐらいなのか、もしわかれば教えて

ください。 

○事務局 

国際化・多文化共生ビジョンによると、教育委員会で策定している計画ですが、少し数字は古く

なってしまうのですが、平成３１年の段階で５９２人、人口比で０．５パーセントぐらいです。 

〇委員 

７ページの真ん中で、障害者就労施設等からの物品等の調達実績がどんどん少なくなっているの

は、企業からの受注が減っているということなのでしょうか。 

○事務局 

この調達実績は、庁内各課での名刺の作製や各事務作業、アルバイトの派遣などの実績です。コ

ロナ禍で、事業者が利用を控えていたための減少と考えております。ただ、こういった実績を伸ば

していきたいので、庁内各課に協力を求めていきたいと考えています。 

〇会長 

それでは、この実績に関してのご所見をみなさんに賜っていきたいと思います。名簿順でいいで

しょうか。 
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〇委員 

先日、市民成年後見人の方と面談する機会がありました。皆さん意欲をもってお世話される気持

ちがあるのですが、モチベーションを保つのが難しいというようなことをお聞きしました。市民後

見人同士で情報共有するとか、モチベーションを保つ工夫をして欲しいというご意見がありました

ので意見として言わせていただきます。 

外国人が平成３１年で５９２人、河内長野市にお住まいの人は年々歳をとっていきますので、要

介護になる人も当然出てくる、病気になる人ももちろん出てくるのですが、言葉の問題というより

も文化の違いで、なかなかお世話ができない、難しいということも聞いています。その点は国際交

流協会との緻密な連携が大事かなと思います。 

作業所のことで、いろいろご意見が出ましたけども、後継者のいない農業経営者など悩みを抱え

ているところに就労先を求めている作業所さんと連携をして、ウィンウィンの関係を作っていくと

いう農福連携でいろんなパターンがあり成功事例があります。農福観光とか農福教育とか農福商工

とかも出てきている時代ですので、いろんな新しい先進事例を取り入れて、河内長野市も工賃アッ

プに繋がるように積極的に取り組んでいただいたらという希望です。 

〇委員 

これからも気をつけないといけないのは、子どもたちです。もっと楽しくというか、追い詰めら

れた生活しているような気がしないでもないです。スマホとかでいろいろ変な情報が流れたり、友

達同士の関係など、今後もう少し考えていかなければと思います。 

〇会長 

ご意見として、記録に残してください。 

〇委員 

河内長野市は非常に積極的に人権問題に取り組んでいて、ただ、今はコロナ禍で市民の状況は、

格差が拡大して、生活が厳しい状況になってきている。それに伴って、人権問題も複雑化、多様化

してきて、このプランの場合は一つ一つの課題で整理してありますが、それらが複合的に現れてい

るっていうのが、現実だと思います。厚生労働省は地域共生社会ということを掲げて、縦割りでは

なく総合的に解決していくため、市民の力も借りながらやっていこうというのが今の福祉の流れで

す。国の政策としても、重層的支援体制整備事業が始まって、縦割りだけでは解決できないそれぞ

れの施策、それぞれ担当とどう連携して対応していくかという視点が必要になると思います。だか

らこのプランに関しても、そういうものを取り入れてもいいと思います。 

〇委員 

青少年指導員という立場から発言させていただきますと、２０２０年、２０２１年とコロナ禍で

事業運営が全くできない状況になっておりました。今年になってようやく感染症対策をしながら少

しずつ泊まりでというのは、なかなか厳しいのですけれども、日帰りレベルで事業を打てるような

形にはなってきています。先ほど他の委員の方からも子どもたちのこと何とかならないかというよ

うなご指摘をいただきましたが、今後もコロナとうまく付き合いながら、運用を少しずつ一歩ずつ

広げていければと感じているところです。 

〇委員  

私は国際交流協会の所属です。先程、外国人の数５百何人とありましたが、コロナで出入りがあ

ると思うので少なくなっているかもしれないですが、最近、よく見かけませんか。ベトナムの方と

かがたくさん来られているので、正式な人数というのはわからないのですけど。国際交流協会の局

長は、どなたに対しても優しく接して、一生懸命理解してもらえるよう説明しています。もうひと
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つ、私は、障がい者、精神の方に関わっていて、先程職業云々とありましたが、生花業のメンバー

さんたちが一生懸命仕事して賃金が上がって喜んで頑張っているという話も聞いております。障が

い者が少しずつですがレベルアップしてきていて、周囲の皆さんの受け入れが良くなっているとみ

ています。 

〇委員 

令和３年度の取り組みとこれまでの取り組みを挙げていただいていて、今コロナ禍にあってなか

なかその事業等ができなくて目標値に届いてない部分もあるというのは理解します。 

中川会長もいわれたように、社会の変容で一口に人権といっても様々で、取り組み課題というこ

とで１０項目挙げられているけれど、これは便宜上１０項目に番号がふっているように思います。

見方によると市のプライオリティがこの順番についているという捉われ方をされる場合もあります。

資料の配置で番号があるのということだと思うのですが、この順番のあり方とか、市民に人権とい

うものを周知するにあたっても、その立場、立場によって、捉え方が全く違ってくるということも

あると思う。こうした細かな部分を勉強会とか講習会での講師選定も含めて、いろんなところの配

慮が必要になってくると感じます。万人に受け入れられる人権のありようというのは、なかなか難

しいです。ただ、その中でその河内長野市として守っていかなければいけないこの目標を達成する

ための基本理念を達成するためのそのポジションを明確にしながら、この審議会の中でも共有する

ことが必要になると思います。 

〇委員 

私は人権擁護委員ですが、人権相談を月２回実施していますが、相談が少ないです。でも差別が

減っているというわけではなく、擁護委員以外に市の相談窓口がたくさんあるので、それで減って

いるのだと思っているので非常にありがたいことだと思っています。 

〇副会長 

昨年、千代田小学校でＬＧＢＴの学校ふれあい人権講座を実施して、河内長野市もそういうこと

に前向きに取り組んでいこうと考えておられることをありがたく思っています。今年も、加賀田中

学校、長野中学校が積極的に取り入れてくださいました。こういう問題は、微妙なところもありま

すので、教育現場の中で広げていくというのは難しいです。しかし、そこをしっかりと指導してい

く考えで広げていかないと、これは放っておいたらしぼんでしまう、そういうものだと思います。

難しい問題を抱えておりますけれども、できるだけ積極的に広げていく、啓蒙をしていくことも必

要ではないかと感じました。 

〇委員 

中学生の制服について、女子生徒でズボンをはいている人をよく見かけるようになりました。そ

ういうふうに選択できるようになって、子どもたちにとって非常にいいことだなと思います。 

あと個人的にいつも気になるのが、３０代、４０代で元気のない人、うつ病とまではいかないです

けども、元気を失っている人がとても多くて、それがとても気になっています。 

〇会長 

今回の報告を拝見して、辛いなと思ったことがひとつあります。８ページから１３ページまでの

令和３年度実施内容がみな同じ記述なのです。これはいかなることかと考えますと、これだけ事業

を実施している中に、例えば「多様な性のあり方が尊重される社会にむけて」のテーマも入ってい

ます、「感染症患者」も入っています、「高度情報化社会における人権尊重」も入っています。ど

なたかからご指摘ありましたように、たくさん課題が並んでいると並んでいるがために落ちてしま

うような課題もあるかもしれないという不安があります。個別の課題をきっちりと一番から並べて
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しまったために、統括的な分類というのがなくなってしまったのです。だから全部同じことを書か

なくてはいけない。総括的な人権課題の研修とか人権課題の啓発とかいうのは項目としてトップに

持ってくるべきじゃないですか。憲法週間とか人権週間における街頭啓発、これは総括啓発です。

その上で、例えば同和問題の解決に向けては、憲法週間の中でこれが該当するとかを抜き出すとい

うようにしないと、同じことが並んでいて、うーんというような気がしました。見方を変えると

「外国人の人権を尊重する社会の実現にむけて」という項目で性的マイノリティに配慮した窓口対

応等の浸透に向けた職場研修が入っています。なぜ外国人の項目に入るのかと不思議に思ってしま

う可能性があります。性的マイノリティに配慮した窓口対応等の浸透に向けた職場研修の中に外国

籍の人々の人権に関しての研修も入っているのかと好意的にみても、実際入ってないから羊頭狗肉

になります。このことについて、なぜ、申し上げたかと言いますと、かつて、部落解放・人権研究

所で理事をしていた時、２００２年４月から同和対策特別三法がなくなりました。その後、全国の

自治体で続々と、同和教育課とか同和対策課をなくしていって、人権啓発課、人権政策課という名

前に変えていったのです。その結果、同和行政が消えていったという経過があるのです。同和問題

がなくなったのかといったら、なくなったという証明はできない、あるのです。どこで同和問題を

やるのかといったら、女性政策課でも国際交流課でもありません。障がい福祉課でもありません。

人権啓発課でやりますと言って、それでは人権啓発課は同和行政やっているのですかと言ったらや

っていないのです。一般人権啓発に逃げているということを想起して、すごく不安になりました。 

私は同和問題の専門家ではありませんが、人権問題というのは、お店で言ったら八百屋さんです。

八百屋さんには果物を売っているコーナーもあれば野菜を売っているコーナーもある。そういう区

分であって、うちは八百屋ですって言うだけでは、人権行政をやっていますとはならない。うちの

まちはリンゴも扱っていますとかうちはスイカも扱っていますというのが本当の人権行政です。お

たくは同和行政やっているのですか、いやうちは人権行政やっていますと答えるのと同じなのです。

それを想起させてしまってイヤだなあと思いました。ここは細やかにされた方がいいと思います。

外国人問題をやっているところにどうして障がい者の問題、性的マイノリティの問題が入ってくる

のだろう、男女共同参画が入ってくるのだろうと思ってしまいます。こういうふうに扱うと、問題

から逃げていると運動体から思われる可能性があります。その辺の危険性を感じました。 

それからもう一つ、これは人権担当の所管外と思われるかもしれませんが、業務を外部委託する

とき、事業者に対して、パワハラ、セクハラの指針があるかとか、人権を守る指針を内部で持って

いるかということを入札加入資格の審査するときの書類に入っているかどうかのチェックをしてい

るかということです。それをしないと実効性を保てません。お願いします。私は日本全国の指定管

理者の選定委員会の選定のための設計をしました。私が作った選定の仕組みというのは、日本全国

で一般理論化されたと言われていますけど、一番最初に神戸の仕組みを考案したときに、市内の事

業者であるかどうかで５点とかそういうことだったのですが、その中に障がい者雇用を達成してい

るかとか、母子家庭、父子家庭の親を採用しているかとか、そのような項目をたくさん入れて全部

加点するという方法です。そういうことをやらないと人権担当課の実効性、効き目が庁内に及びま

せん。人権は人権だけでやっていたらいい私らには関係ないではない。河内長野市と取引する企業、

事業者には河内長野市の人権行政につき合ってもらう必要があるとはっきり示さないといけません。

今までそれは言っていませんでしたけど、これから目を光らせていただけませんか。ただ、小さい

事業者にはそれ必要ありません。でも、奈良で水平社の博物館の前で堂々とヘイトスピーチをやっ

た事業者が大阪の河内方面の市役所の電気関係の納入業者というのはその市役所自身の見識が問わ

れるわけです。そういうことにならないように、目を光らせてほしいのです。単に人権行政という
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のは、啓発しているだけでは駄目で行政内部にその認識をきちっと徹底させていただくという内部

改革の努力も必要だと思います。 

○事務局 

ありがとうございます。 

〇会長 

他ございませんか。よろしいでしょうか。 

 

（３）その他 

〇会長 

それでは次案件の３「その他」に移ります。 

○事務局 

報告（次の資料に基づく）。 

 ・「大阪府インターネット上の誹謗中傷や差別等の人権侵害のない社会づくり条例」のちらし 

・「女性のための電話相談」のちらし 

・人権啓発映像「わたしは、今こう思う。」 

＜映像 視聴＞ 

 

５．閉会 

〇会長 

本日の案件はすべて終了いたしました。 

以上をもちまして、人権尊重のまちづくり委員会を閉会いたします。本日はお疲れ様でございまし

た。事務局にお返しいたします。 

○事務局 

本日は皆様、どうもありがとうございました。皆様からいただきました貴重なご意見は当施策の

ほうに反映できるように、実施して参りたいと思います。ありがとうございます。 

案内 

・人権・平和に関する展示啓発 

・１２月の１日から１６日まで北朝鮮人権侵害問題啓発週間のアニメ「めぐみ」放映 

本日はありがとうございます。 

○事務局 

ありがとうございました。 


